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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 2,027 △36.2 △23 － △27 － △574 －

2021年３月期第３四半期 3,178 63.5 175 174.3 168 174.2 107 162.9

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 △574百万円（－％） 2021年３月期第３四半期 100百万円（146.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 △156.16 －

2021年３月期第３四半期 29.49 28.21

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 2,040 589 28.5

2021年３月期 2,268 1,229 53.4

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 580百万円 2021年３月期 1,211百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 0.00 0.00

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）１．2022年３月期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

２．2020年10月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。当期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当た

り四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,651 － △45 － △47 － △598 － △162.57

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 3,802,600株 2021年３月期 3,802,600株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 145,360株 2021年３月期 100,360株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 3,681,660株 2021年３月期３Ｑ 3,645,542株

  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）2020年10月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年度期首に当該株式

分割が行われたと仮定して、「発行済株式数（普通株式）」を算定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予測のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

日本の総広告費は2020年には、2019年までは８年連続で前年実績を上回る伸びを続けておりましたが世界的な新

型コロナウイルス感染症拡大の影響により、前年割れという結果となり、前年比88.8%の６兆1,594億円となりまし

た。しかしながら、当社の事業が属するインターネット広告市場は、前年比105.9%の２兆2,290億円となりました

（出典：株式会社電通「2020年 日本の広告費」による）。背景として、インターネット広告のみで解決できない

マーケティング課題を、従来からある媒体と組み合わせるなどして解決する統合ソリューションの進化が進み、デ

ータやテクノロジーを活用し、各媒体の強みをさらに高めていく動きが顕著になったことによるものと考えられま

す。その一方で、個人情報保護の高まりによりCookie規制の取り組みが進められたり、コンプレックスを強調して

購買行動を煽るコンプレックス広告に関する規制の要望の高まり等、インターネット広告業界全体に高いコンプラ

イアンス意識が求められるようになっております。

このような状況の中、当社はネイティブ広告プラットフォーム「LOGLY lift」を軸に、広告主（代理店を含む）

の広告効果最大化や媒体社（以下メディア）の満足度向上を実現することにより、市場シェアを順調に拡大しまし

た。さらに、第１四半期連結会計期間より新たにmoto株式会社を連結子会社として連結財務諸表に組み込んでおり

ます。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,027,884千円となりました。

(2）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は1,659,504千円となり、前連結会計年度末より337,201千円減少

しました。これは主に現金及び預金321,314千円、受取手形及び売掛金21,289千円の減少によるものであります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は381,159千円となり、前連結会計年度末より109,829円増加しま

した。これは主にのれんの増加662,459千円、のれんの償却62,105千円、のれんの減損488,118千円、また繰延税金

資産の減少18,680千円によるものであります。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は759,404千円となり、前連結会計年度末より20,637千円減少し

ました。これは主に買掛金が66,801千円、未払法人税等が55,177千円減少した一方、１年内返済予定の長期借入金

が150,036千円増加したことによるものであります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は691,540千円となり、前連結会計年度末より432,750千円増加し

ました。これは長期借入金の増加によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は589,719千円となり、前連結会計年度末から639,483千円減少しま

した。これは主に、自己株式の取得により49,845千円、利益剰余金が574,930千円、非支配株主持分が8,668千円減

少したことによるものであります。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月12日付「2021年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いたしました2022年３月期の通期の連

結業績予想につきましては、moto株式会社が運営する転職アンテナ事業において、SEOパフォーマンスが急速に悪

化したため、当初業績予想で見込んでいた売上高を達成することが困難となりました。そのため、通期業績予想の

修正を行った結果、当初予想と比べて56.4%減の売上高で着地すると見込んでおります。なお、moto株式会社の売

上高の当社グループに占める割合は、2022年第３四半期連結会計期間において6.0%であるため、売上高未達の大き

な要因となります。さらに営業利益に関して、moto株式会社は当初業績予想では営業利益率65.2%と高い収益体質

の事業でしたが、こちらも売上高が大きく減少したことによって、営業利益の着地予想は当初業績予想と比べて

42.5%減となります。moto株式会社のログリーグループに占める営業利益の割合は、当初業績予想では104.4%であ

ったため、moto株式会社の営業利益の落ち込みがログリーグループ全体に大きな影響を及ぼし、当初業績予想を修

正し、営業利益△45百万円の着地になると予想しました。このことにより、moto株式会社の営業利益が当初事業計

画より大幅に悪化したため、moto株式会社に対するのれんを算定しなおした結果、のれんの減損損失488百万円を

計上し、2022年３月期第３四半期の親会社株主に帰属する当期純損失は△574百万円となりました。この結果、当

初業績予想の親会社株主に帰属する当期純利益を修正して、期末の親会社株主に帰属する当期純損失は△598百万
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を見込んでおります。なお、新型コロナウィルス感染拡大の影響が2022年３月期も通期に渡り継続すると仮定して

おります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,639,261 1,317,946

受取手形及び売掛金 256,336 235,046

その他 101,107 106,511

流動資産合計 1,996,705 1,659,504

固定資産

有形固定資産 33,387 30,035

無形固定資産

のれん － 112,236

無形固定資産合計 － 112,236

投資その他の資産 237,943 238,887

固定資産合計 271,330 381,159

資産合計 2,268,035 2,040,664

負債の部

流動負債

買掛金 393,508 326,707

１年内返済予定の長期借入金 104,484 254,520

未払法人税等 75,748 20,571

前受金 112,055 106,146

賞与引当金 19,937 13,094

その他 74,309 38,364

流動負債合計 780,042 759,404

固定負債

長期借入金 258,790 691,540

固定負債合計 258,790 691,540

負債合計 1,038,832 1,450,944

純資産の部

株主資本

資本金 407,537 407,537

資本剰余金 601,284 595,253

利益剰余金 279,730 △295,199

自己株式 △77,021 △126,866

株主資本合計 1,211,531 580,724

新株予約権 9,003 8,995

非支配株主持分 8,668 －

純資産合計 1,229,203 589,719

負債純資産合計 2,268,035 2,040,664

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

ログリー株式会社（6579）　2022年3月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 3,178,982 2,027,884

売上原価 2,596,308 1,550,099

売上総利益 582,674 477,784

販売費及び一般管理費 407,433 500,880

営業利益又は営業損失（△） 175,241 △23,095

営業外収益

受取利息 26 63

為替差益 － 86

還付加算金 170 60

雑収入 44 1,012

営業外収益合計 240 1,223

営業外費用

為替差損 245 －

支払利息 2,693 2,419

投資事業組合運用損 4,017 3,083

その他 0 0

営業外費用合計 6,956 5,503

経常利益又は経常損失（△） 168,525 △27,375

特別損失

投資有価証券評価損 4,466 －

減損損失 － 488,118

特別損失合計 4,466 488,118

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
164,059 △515,493

法人税、住民税及び事業税 63,231 39,693

法人税等調整額 － 19,743

法人税等合計 63,231 59,436

四半期純利益又は四半期純損失（△） 100,827 △574,930

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6,694 －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
107,521 △574,930

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 100,827 △574,930

四半期包括利益 100,827 △574,930

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 107,521 △574,930

非支配株主に係る四半期包括利益 △6,694 －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半

期純利益または税引前四半期純損失に法定実効税率を乗じた金額に、繰延税金資産の回収可能性を考慮しており

ます。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号2020年3月31日。以下、「収益認識会計基準等」という。)

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、広告サービスの

一部の取引について、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客へのサービス

提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引について、当該対価の総額から第三者に対する支払額を

差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、従前の会計処理と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は38,255千円減少して

おりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益には影響はありません。また、利益剰余金期首残

高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年7月4日）第44－2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結会計期間末における株主資本は、前連結会計年度末と比較して、630,807千円減少しておりま

す。主な事由として574,930千円の四半期純損失を計上したことによるものであります。
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